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学 位 論 文 内 容 の 要 旨   

漏斗胸に対するNuss手術は，1998年に初めて報告された．これは従来の手術法と比べ美容性  

に優れ，その上，良好な外見上の改善が得られるとされている．しかし，いまだ客観的指標を用  

いた手術成績の報告はされていない．われわれはNuss手術を施行した漏斗胸患者150例の術前  

後CTにおいて，胸部陥没の程度を示すHal1erのCTindex（再陥没部で，胸腔横径を胸骨椎体  

間距離で除したもの）を計測した．そして，他疾患でCTを撮影した同年代ゐ患者62例抽出し，  

胸骨下端でCTindexを計測して正常対照群とし，比較検討を行った．次に，漏斗胸患者群を10  

才以下と11才以上の2群，また胸部陥没の重症度で2群に分類し，術前後のCTindex値の比較  

検討を行った．結果は，Nu8S手術により良好な胸部挙上効果が得られており，術後値は正常対照  

群と有意な差がなかった．また年齢，陥没の程度にかかわらず，手術により高い治療効果が得ら  

れることが判明した．これらの結果は，外見上の改善とともに，心肺の圧迫解除から，その機能  

改善にもつながると考えられた．  

論 文 審 査 結 果 の 要 旨   

本研究は、漏斗胸に対するNuss手術法をHallerのCTIndexを用いて評価したも  

のであるが、この新しい低侵集的手術方法により胸郭の変形が明らかに改善すること  

を画像データの数値化により客観的に示したものである。Nuss手術法の有用性を従  

来にない評価方法により示した研究であり、本法を推進していく上で極めて価値のあ  

る臨床研究と評価できる。   

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。   




